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論文内容の要旨
【目的】
最近超高速MRI撮像法が一般臨床応用:V1K装置でも使用可能になり、将来更なるMRIの技術的進歩によ
りヒト胎児の.¥1R画像診断の機会の増加が期待される。その為、胎生期の中板神経系の発達をMRIで知る
ことは重要と思われる。
ヒト胎児の中枢神経系MRIについては、 1985年のWcinrcbら、 McCarthvらの報告以来散見されるが、
系統的に詳細な観築を、 MHJにて行った報告は見られない。今回体表奇形のないヒトで、胎生各期におけ
る峰子、胎児固定標本についてMRIを施行し、小脳、脳幹、第4脳室の形態的変化について観楽し、各発
生段階における経時的変化について検討を行う。
【対象、方法1
10%ホルマリン液にて固定されたヒト匹子及び胎児88体、頭殿長19.3mm-24.5mmo(京都大学医学部附
属先天央.常標本解析センターの保存様本)発生段階及び好娠週数は、 Carnegie発生段断20から28週である。
1.5T超伝導臨床用MR装筒.を使用した。スピンエコー法Tl強調画像、高速スピンエコー法T2強調画像、
及び3D-SPGRi法にて、横断、冠状、矢状断像を撮橡した。視野領域2.8-12cm、スライス惇O.6-3mm、マト
リックス128-256x128-256、加算回数5-10回、 1回収集時間が10-25分である。
【検討項目】
1)小脳及び第4脳室の形態観察と第4脳室の高さの測定。
2)巾脳及びLfl脳水道の形態観察と中脳水道の高さの測定。
R)橋屈の形態観察と橋屈の角度の測定。
【結果】
1 )小脳及び第4脳室
小脳片葉は妊娠週数10-11週で恒]定可能であった。虫部は、 9-10週で同定可能であった。小脳半球は10-11
週で[01定可能であった。小脳扇桃は14・15遡で同定可能となった。第4脳室背側壁は10-11週で同定可能で
あった。外側陥凹は14 15週で同定可能となった。第4脳窒脈絡叢は、 9-10週で第4脳室背側壁の下端に
認められた。第4脳室は、 11-12週までは全体lこ嚢状の形態を示したが、 12-13週で背側が鴫状の形態に変化
した。第4脳室の高さは1・12週で最大となり、 12・13週以後徐々に減少する傾向がみられた。
2)中脳及ひー中脳水道
中脳水道は12過までは嚢状を示し、 “中脳脳宣'と云いうる形態を示した。 12・13週で嚢状形態は消失し、
いわゆる中脳水道の形態となった。巾脳水道の高さは、 1・12週で・平均3.3mmと最大になり、 12-13週で平
均1.7mmと急激に減少した。
3)橋屈
10週までは橋間は極めて急峻であった。 10-11週で速やかに原曲の程度が緩やかになり、以後徐々に正常
新生児の形態に変化した。
橋間の角度は、 9・10週で600 と急峻であった。週数の増加と伴に聞大した。
【考察及び結語】
従来の固定標本の解剖学的検討と比較して小脳及び脳幹の形態は、今岡のMH.Iによる検討でも良好に観
察可能であったが、解剖学的報告と比較し小脳各部、脳幹の同定可能になる時期がMRIの観察で遅れる傾
向が見られた。第4脳室及び中脳水道は、 11-12週と12-13週の聞で、急激な形態的変化と高さの減少が認め
られ、この結果は従来定説のなかったMagcndie孔とLuschka孔の開通時期を示唆する所見と考えられた。
ホルマリン固定したヒト佐子及び胎児のMR曲像を得た。妊娠週数8週から25週まで、の各発達段階で・の小
脳、脳幹、第4脳宝の形態的変化について、lVIR酒像のスタンダードアトラスを作成した。ヒトli了での組
織学的研究及び胎児初期の解剖学的研究は多くなされているが、胎児期で各週における画像評価の試みは
少なく今後の両像診断の基礎資料に役立つものと期待きれる。
なお、木研究の一部を第26同神経放射線研究会、第56回日本医学放射線学会総会、第37回日本先天異常
学会学術集会で発表した。
論文審査の結果の要旨
MHIの技術的進歩によりヒト胎児の:¥-lR画像診断の機会が増加している。そのため、胎生期の中枢神経
系の発達をMRIで知ることは重要と思われる。ヒト胎|足の中似神経系のMRIについて系統的に詳細な観察
を行った報告は見られない。今倒、体表奇形のないヒトの胎生各期における匹チ、胎児固定標本について
:YIRIを施行し小脳、脳幹、第4脳室の各発生段階における経時的変化について検討を行った。 10%ホルマ
リン液にて固定されたヒト佐子及び胎児88体、頭殿長19.3rnm・24.5mm、発生段階及び旺娠週数はCarncgic
発生段階20から28週である(京都大学医学部附属先天異常標本解析センターの保存標本)01.5T超伝導臨床
同MR装置を使用した。スピンエコー法T1強調画像、高速スピンエコー法T2強調画像、及び3D-SPGR法に
て、償断、冠状断、矢状断像を撮像した。視野傾域2.8・12cm、スライス厚O.6-3mm、マトリックス128-256x
128-256、加算日数5-10回、一同データ収集時間10-25分である。
妊娠週数8週から25遡までの各発生段階で・の小脳、脳幹、第4脳室の形態的変化について、 MR画像のス
タンダードアトラスを作成した。従来の同定標本の解~'II学的検討と比較し、小脳及び脳幹の形態は、今回
の~1RIによる検討でも良好に観察可能であったが、解音1I学的報告と比較し、小脳各部、脳幹の阿定可能に
なる時期がMRIの観察で遅れる傾向がみられた。第4脳室およひ'中脳水道は、 1・12迎と12-13週の聞で急
激な高さの減少や形態学的変化が認められ、この結集は従米定説のなかった:vragcndie孔とLuschka干しの開
適時期を示唆する所見と考えられた。ヒト匪チでの組織学的研究と胎児期の解剖学的研究は多くなされて
いるが、胎児期での各過における画像詳価は少なく、今後の阿像診断の某礎資料に役立つものと期待され
る。
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以上の研究結果は胎児の発達段階を:.1RIで推定できることを示したもので、特にクモ膜下腔と第4脳窒
の交通時期を明らかにする資料を示した研究である。よって本論文は博士(医学)の学位を授与するに値
するものと判定された。
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